
　

北
京
の
夏
は
暑
い
。
７
月
半
ば
の

こ
の
日
も
、
じ
り
じ
り
と
肌
を
焦
が

す
強
烈
な
日
差
し
が
、
朝
か
ら
容
赦

な
く
照
り
つ
け
て
い
た
。
高
架
道
を

車
で
走
り
な
が
ら
窓
の
外
に
目
を
向

け
る
と
、
立
ち
並
ぶ
高
層
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
や
外
資
系
の
ホ
テ
ル
の
窓

に
、
き
ら
き
ら
と
太
陽
の
光
が
反
射

す
る
。
熱
気
の
た
め
か
、
時
々
揺
ら

め
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

中
国
で
は
１
９
８
０
年
代
以
降
、

経
済
発
展
と
工
業
化
、
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
ん
だ
。
首
都

の
北
京
に
は
現
在
、
渋
滞
緩
和
の
た

め
に
建
設
さ
れ
た
５
本
の
環
状
道
路

が
市
街
地
を
取
り
囲
む
よ
う
に
走

り
、
さ
ら
な
る
環
状
道
路
の
計
画
と

建
設
も
進
行
中
だ
。
市
の
中
心
部
か

ら
は
８
本
の
道
路
も
放
射
状
に
延
び

て
い
る
。
ま
た
、Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業

や
工
場
な
ど
、
約
８
７
０
社
が
集
積

し
活
況
を
呈
し
て
い
る
市
北
東
部
の

「
電
子
城
地
区
」
に
は
、
中
国
政
府

が
78
年
よ
り
進
め
て
い
る
「
改
革
開

放
」
政
策
を
受
け
て
約
１
７
０
の
外

国
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
環
境
汚
染
も
深
刻
化

し
て
い
る
。
特
に
、
自
動
車
の
排
ガ

ス
に
多
く
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物

や
、
石
炭
を
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
焼
さ
せ

る
時
に
発
生
す
る
二
酸
化
硫
黄
（
Ｓ

Ｏ
２
）
に
よ
る
大
気
汚
染
は
深
刻
で
、

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出
も
急
増
。
２

０
０
６
年
に
、
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て

世
界
最
大
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
国
に
な
っ

た
と
い
う
報
告
も
あ
る
※
。
昨
年
の

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
外
国
人

選
手
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
り
、
中
国

政
府
が
期
間
中
の
工
場
の
操
業
を
停

止
し
た
こ
と
で
、
こ
の
国
の
大
気
汚

染
が
改
め
て
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
た

こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

　

北
京
市
政
府
は
「
第
10
次
５
カ
年

計
画
」（
01
年
〜
）
で
自
動
車
の
排

ガ
ス
や
石
炭
の
使
用
量
の
規
制
を
打

ち
出
し
、
大
気
汚
染
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
環

で
市
内
の
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
電
子
城
地
区
の
暖
房
シ
ス
テ

ム
の
一
新
を
構
想
。
１
年
間
に
40
万

ト
ン
の
石
炭
を
消
費
し
、
２
２
０
０

ト
ン
の
煤
塵
と
２
１
６
０
ト
ン
の
Ｓ

Ｏ
２
を
排
出
し
て
い
る
多
数
の
石
炭

ボ
イ
ラ
ー
式
暖
房
に
代
わ
り
、
天
然

ガ
ス
で
電
気
と
熱
を
作
り
出
す
新
し

い
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い

て
、J
I
C
A
に
協
力
を
要
請
し
た
。

　

J
I
C
A
の
円
借
款
を
活
用
し
て

電
子
城
地
区
に
新
設
さ
れ
た
「
北
京

市
環
境
整
備
事
業
」
の
施
設
を
訪
れ

た
。
午
後
一
時
過
ぎ
、
ま
す
ま
す
強

く
な
っ
た
陽
射
し
に
照
ら
さ
れ
て
白

灰
色
の
発
電
所
の
壁
が
白
く
光
り
、

周
囲
の
工
場
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
を

引
く
。

　

案
内
さ
れ
る
ま
ま
に
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
室
に
入
っ
た
瞬
間
、
足
元
か
ら
振

動
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
ゴ
ー
ッ
と
い

う
重
低
音
が
響
く
。
40
メ
ガ
ワ
ッ
ト

級
の
巨
大
な
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
２
台
に

燃
焼
用
の
空
気
と
天
然
ガ
ス
を
送
り

込
み
、
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
こ
と
で
発

電
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
画
期
的
な
の
は
、
タ
ー
ビ
ン
か
ら

出
る
高
温
の
排
熱
を
再
利
用
で
き
る

こ
と
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
空
気
中

に
放
出
さ
れ
無
駄
に
な
っ
て
い
た
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
冷
暖
房
や
給
湯
に

有
効
利
用
で
き
る
の
だ
。

　

１
つ
の
燃
料
か
ら
電
気
と
熱
、
２

つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
同
時
に
取
り
出

す
「
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
（
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム
）」
を
新

し
く
採
用
し
た
こ
の
新
工
場
は
、
今

年
４
月
に
完
成
。
大
気
汚
染
の
原
因

と
な
っ
て
い
た
電
子
城
地
区
内
の
全

１
２
８
台
の
旧
式
石
炭
ボ
イ
ラ
ー
の

う
ち
、
１
０
２
台
の
廃
止
が
決
定
さ

れ
た
。
こ
れ
で
、
年
間
30
万
ト
ン
の

石
炭
の
使
用
量
削
減
が
見
込
ま
れ

る
。
発
電
出
力
は
１
２
０
メ
ガ
ワ
ッ

ト
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ

石
炭
か
ら
天
然
ガ
ス
へ

新
し
い
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
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経済が急成長し劇的な発展を遂げる一方、
環境汚染が深刻化している中国。

特に首都、北京の空は光化学スモッグで常にかすんでいるというイメージも強い。
今、日本の技術を導入しながら環境対策に取り組む北京を取材した。

from 中国
CHINA

ば
い
じ
ん

北京

中国

※2007年、オランダ環境評価機関の調査による。
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中国最大の商業施設、北京華貿中心の高層階から見た北京市内のオフィス街。急速な都市化と工業
化が招いた大気汚染による光化学スモッグで空がかすむ日も（右）。これを改善し北京にきれいな空を
取り戻そうと、中国政府はJICAの支援を得ながら環境対策に懸命に取り組んできている　
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た
北
京
正
東
電
子
動
力
集
団
有
限
公

司
の
王
彪
・
副
工
場
長
は
、「
電
子

城
地
区
の
電
力
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え

ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
環
境
対
策
と

省
エ
ネ
が
両
方
実
現
で
き
ま
す
。
世

界
で
も
最
先
端
の
設
備
」
と
胸
を
張

る
。
こ
こ
で
作
り
出
さ
れ
た
電
気
や

熱
を
送
る
送
電
線
や
配
電
網
、
地
下

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
含
め
、
今

回
の
総
事
業
費
１
１
５
億
３
５
０
０

万
円
の
う
ち
、
89
億
６
３
０
０
万
円

に
対
し
て
円
借
款
が
活
用
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
至
る
道
の
り
は

決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
環
境

面
や
財
政
面
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

寄
せ
ら
れ
た
日
本
か
ら
の
質
問
状
に

対
し
、
北
京
市
政
府
の
関
係
部
署
が

連
日
徹
夜
で
回
答
書
を
作
成
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
完
成
の

喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
。

　
「
一
番
の
緊
張
は
何
と
い
っ
て
も

熱
電
装
置
の
稼
働
テ
ス
ト
で
し
た
」

と
振
り
返
る
の
は
、チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
王
さ
ん
と
一
緒
に
働
く
黄

世
高
さ
ん
。「
３
日
間
工
場
に
泊
ま

り
込
ん
で
準
備
を
進
め
、
祈
る
よ
う

な
思
い
で
ボ
タ
ン
を
押
し
た
72
時
間

の
試
運
転
が
無
事
に
終
了
し
た
と
き

の
う
れ
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」。

　

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
は
静
寂

に
包
ま
れ
て
い
た
。
正
面
の
大
画
面

に
は
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
や
余
熱
ボ
イ

ラ
ー
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
稼
動
状
況

が
表
示
さ
れ
て
い
る
。そ
の
前
で
は
、

数
人
の
職
員
が
横
に
並
び
、
そ
れ
ぞ

れ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
を
食
い
入

る
よ
う
に
見
て
い
る
。
聞
こ
え
る
の

は
、
か
す
か
な
電
子
音
と
低
い
エ
ア

コ
ン
の
音
だ
け
だ
。

　

そ
こ
に
突
然
、
内
線
電
話
が
鳴
っ

た
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
何
か
支
障

が
あ
っ
た
の
か
、
と
緊
張
が
走
る
。

受
話
器
を
取
っ
た
職
員
が
、
立
ち
上

が
っ
て
前
の
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
報

告
を
受
け
る
。
一
緒
に
立
ち
上
が
り

彼
の
表
情
を
見
て
い
た
隣
の
職
員

も
、
や
り
取
り
を
聞
き
、
途
中
で
ほ

っ
と
し
た
よ
う
に
席
に
座
る
。
電
話

が
終
わ
る
と
、ま
た
静
寂
が
戻
っ
た
。

ま
さ
に
〝
司
令
塔
〞
の
役
割
を
果
た

す
こ
の
部
署
で
は
、
４
交
代
24
時
間

体
制
で
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
状
況
を
監

視
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
工
場
か
ら
２
キ
ロ
ほ
ど

離
れ
た
古
い
暖
房
施
設
も
訪
ね
た
。

映
画
で
見
た
昔
の
小
学
校
を
ほ
う
ふ

つ
と
さ
せ
る
平
屋
の
建
物
に
、
４
〜

10
ト
ン
用
ま
で
６
つ
の
石
炭
ボ
イ
ラ

ー
が
並
ん
で
い
る
。
天
井
に
取
り
付

け
ら
れ
た
滑
車
で
、
石
炭
を
上
か
ら

投
入
し
て
燃
焼
さ
せ
る
仕
組
み
。
基

本
的
に
す
べ
て
手
動
だ
。
毎
年
10
月

中
旬
か
ら
３
月
は
、
施
設
の
空
き
地

に
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
た
６
０
０
０

ト
ン
分
の
石
炭
を
少
し
ず
つ
燃
や

し
、
付
近
の
約
３
０
０
０
世
帯
、
約

１
万
人
に
暖
房
用
の
熱
を
供
給
し
て

き
た
が
、
こ
の
と
き
に
排
出
さ
れ
る

S
O
2
が
大
気
を
汚
し
て
い
た
た
め
、

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
こ
こ
も
廃
止

が
決
ま
っ
た
。
新
し
い
工
場
か
ら
熱

を
送
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
完
成
を
待

ち
、
熱
利
用
の
効
率
を
高
め
る
熱
交

換
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
建
て
替
え
ら
れ

る
予
定
だ
。

　

北
京
市
に
と
っ
て
、
天
然
ガ
ス
を

利
用
し
た
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
導
入
は
今
回
が
初
の
試

み
。
日
本
の
高
い
環
境
技
術
が
生
か

さ
れ
る
こ
の
事
業
に
対
し
、
両
国
の

メ
デ
ィ
ア
は
高
い
関
心
を
寄
せ
、
事

業
の
実
施
が
決
ま
っ
た
直
後
か
ら
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
何
度
も
進
捗
が
報

じ
ら
れ
た
。

　

新
プ
ラ
ン
ト
の
納
品
か
ら
、
据
え

付
け
・
運
営
管
理
の
技
術
指
導
に
当

た
っ
た
カ
ワ
サ
キ
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
ズ（
株
）の
反
田
克
史
さ
ん
も
、「
世

界
的
に
見
て
勢
い
の
あ
る
北
京
の
街

で
、
と
て
も
象
徴
的
な
事
業
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
す
。

　

ま
た
黄
さ
ん
は
、「
こ
れ
は
単
な

る
電
力
供
給
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
を
通
じ
て
交
流

も
生
ま
れ
ま
し
た
」
と
強
調
す
る
。

「
正
東
電
子
の
職
員
は
、
カ
ワ
サ
キ

プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
か
ら
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
フ
ァ
イ
ル
の
保
存
か
ら

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
ま
で
日
本
流
の

仕
事
の
や
り
方
を
学
び
ま
し
た
。
各

担
当
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
仕
事

に
責
任
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
印
象

的
で
し
た
。
日
本
の
大
学
や
企
業
、

政
府
関
係
者
の
視
察
や
交
流
事
業
も

多
い
」。

　

今
後
は
、
環
境
対
策
と
省
エ
ネ
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
ま
す
ま
す
多

く
の
人
々
が
こ
こ
を
訪
れ
る
だ
ろ

う
。
新
工
場
の
中
に
は
、
事
業
に
ま

つ
わ
る
写
真
、
プ
ラ
ン
ト
の
仕
組
み

を
解
説
す
る
模
型
が
飾
ら
れ
た
展
示

室
も
あ
り
、
社
会
科
見
学
の
視
察
先

と
し
て
環
境
教
育
に
一
役
買
う
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
が

実
現
し
た
も
の
は
、
北
京
市
北
東
部

へ
の
熱
電
供
給
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と

環
境
改
善
の
み
な
ら
ず
、
中
国
側
の

能
力
向
上
と
国
内
へ
の
広
い
成
果
の

普
及
な
の
だ
。

　

新
工
場
の
門
の
横
に
は
、
日
本
か

ら
贈
ら
れ
た
18
本
の
桜
の
木
が
風
に

そ
よ
い
で
い
た
。
今
は
ま
だ
幼
い
こ

れ
ら
の
木
々
が
こ
の
地
に
し
っ
か
り

根
付
い
て
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
る

こ
ろ
に
は
、
日
本
の
環
境
技
術
が
中

国
に
一
層
浸
透
し
、
新
た
な
き
ず
な

も
大
き
く
育
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。

近
代
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

シ
ス
テ
ム
を
常
に
監
視

f rom
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き
ず
な
も
生
ま
れ
た

環
境
対
策
と
省
エ
ネ
の

モ
デ
ル
事
業
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（上）副工場長の王さん（右）とチーフエンジニアの黄さん。近隣への騒音を考慮し、ガスタービン（右端）は巨
大な箱の中に入れられているため外からは見えない
（下）1985年から工場長として石炭ボイラーを管理してきた斎建生さん。「石炭ボイラーはエネルギーを浪費
し環境にも良くない。時代の要求を満たせないので、廃止は仕方ありません」と話した

新工場の門の横に植えられた桜の木。桜とともに両国のきずなが育つことを願う

新工場の司令塔であるオペレーションルーム。不断の監視体
制のもと、突発事項にも担当者が迅速に対応する

（右）カワサキプラントシステムズの本社でトレーニングを受ける正東電子の技術者たち。インターンの受け入れなど、今も
両社の交流は続いている 
（左）日中両国の協力の足跡とともに、この事業の歴史を物語るパネル写真が飾られた展示室。「人類の文化、科学技
術、自然環境こそ、私たち人類が永遠に守っていくべき命題である」と記されている




